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J47c Fermiガンマ線源 0FGL J1847.8+3223 の電波強度変動
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早稲田大学那須観測所の 20m鏡によって Fermiガンマ線源 0FGL J1847.8+3223 (B2 1846+32A)が中心に位
置する領域から 2004年と 2005年に 1.4GHzで強いフラックスが検出された (2009春季年会 S33)。検出された
フラックスは 2004年が約 1200 mJy、2005年が約 1600 mJyであった。那須観測所 20m鏡のHPBW内には B2
1846+32Aを含む 9つの NVSS源が位置している。B2 1846+32A以外の NVSS源は数mJy程度で非常に弱い。
これら 9つのNVSS源を一つずつVLBI(鹿島―筑波、山口―筑波)、8GHzにて追観測を行った。その結果、那須
観測所で検出された強いフラックスは周辺に位置する弱い NVSS源の影響ではなく、B2 1846+32A自身による
ものであることが明らかになった。B21846+32Aは 80年代半ばのGreenbank 300では 532 mJy(1.4GHz)、90年
代半ばのVLAでは 516.2 mJy(1.4GHz)であった。90年代半ばから 00年代半ばにかけて電波強度 (1.4GHz)が約
3倍に強くなっている。本観測結果は LATによりガンマ線が検出されるよりも前の電波強度変動を捉えている。
一方、ガンマ線では2008年にFermi衛星LATによって8.8e-08 photon (100MeV-1GeV)/cm2/s、6.4e-09 photon

(1GeV-100GeV)/cm2/s のフラックスが検出された。1991-2000年にCompton衛星EGRETによってガンマ線は
検出されていない。EGRETによるこの源を含む領域の上限値は 4.6e-08 photon (>100MeV)/cm2/sであった。
EGRETと LAT間の約 10年でこの源のガンマ線強度は 2倍程度強くなっている。B2 1846+32Aは電波とガンマ
線の双方で 00年代半ばに強度が強くなり、強度変動に相関が示唆される。


